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I. 問題の背景



































































































































































































56 ［ともの新しし、丈態ー1塁脚Jji人の提起 N i}、--------・-・--・- -・--- ・---・ -- .. ----. - .----~-.. . 
の分類に所属するカードやラベル数が，幻li蘭に汎な /Jた

































分類 としだ 7グループ各 7名C)
「音楽の授業」
グループ a b c d c [ g 
k]法の島数 7 5 4 6 6 は 9 
ー ~----- ··· ·
「自立活動の授業」• ー・ ー・- -
グループ a b c d C' f g 
KJ法の島数 6 6 4 7 8 4 G 







ある 、 クループ内ではふj議により共辿認、1iltか図ら ALるか；
グル ープ1!ilて比蚊す ると 小紋か牛してしまし、9!li丈か
l ・i'J -・であ る以1• -9 !-li丈（こ 対する、意見や約え）j. すなわち
仰（釈が多様であること明ぷしてし、る 。





2 ）実施i:｛本である似数教 I9:1|l 間の間叫、'•Iょ
本校の小 J学部は、 ］学級 2」Il 1T．制 を斜人してし、るか．
条くの特別支援学校では．複数Jll_ff訓か採JI Jさオ Lてし 、る
ーであろう 1前述の］¥.l社、の『l1|i0) li[1リjで（よ． 1復数の教r:1i
ーぐ作成する］ご・順につし＼て充分触れてこなかこ2 たか、 複数
の教r:1iで作成する1界の）ji)、: I →^(}）第•の間収（ユ，観察は独






















2 l.j)，義過1閉て見られたように， りじ述したしヽ j’・ ども(/)1 ]・
動か分れ＇｛しきれず，小適切なカテコリー一に分類さオ L
るおそれか成る (
3「II」!'.活動1I、しの教育諜｛閉り） j’• ともしこ（よ｀ 比較的利）1
仙l介Ii力；1「9りし、力；`，孝文fl・(lり‘,i:'.1l、9/0)孝父f翡[i', 1 ()） j’・ とも （．こ（よ
平l)1 j 1Ili1li i) ; il ＼し、．
1 -1.'il別（））‘丈態把脚な（}）で，類似‘VIを指摘できても 1nl.





ずることしこなる ‘1,位(/)ようしこ ，丈態把」）やプ） らゞ J，し礎諜題、





































































































j'ーともの糾しし、丈態把樹）ji)、・ (}）似起 N法---・--・---・---・---------・一・-―--• ・・・— _-．-
子どもの実態把握表
「ヽLヽ且札ネ！：：ミ廿i」
- - --- -• • -----――-- --―--------------------一•---•一
i |、|ゾ_l 格 I ―:9J -Il 
I 「i ・社会1’|：. .• ・ - -e /i. "'・ 
＂心ヽ t1 i ・I‘!『動 1 1 1 視見•— -- --□―- -―_＿ --------
； 自己評価が下がる 1]国力が高I.ヽ 0)で ＇ 勝敗に拘り，負け 社会tiが低く，｝又 i:91)k,1•II{i に 1！闊な 牡になし，9
i ことを極端に鎌 I教利苧習の内容即 ！るとぃ｝し、たり．＋1| 逹との協）J的なl刈 1 し＼‘"’[しhもしつ 学級I)、jて1li メカI
！ い，自分を守るこ li府はよい~)l"J tl'" J_'f. I手を悪く言う it1il]1係を；i青ぶことよ かりとしている ネをしていない
A 
とに終始する、他 算数の計算力は泊jiがある こ感IW1i1i(}） ！り，奸きなことだ 加ややり月」であ
i' 児菫の気持ちを考 I いか｀それに以し i発逹か年齢より低 1 けしい、入牡定 1 る7 1 1 
I 
1 える余裕がなし、こ て図叶クはややゼ！ ： ＜幼し‘lilかある i 0) T-どもが奸き， 1 1 
I ;、都合たと皿視 i丁 ！ ，ある¥,,＼は，対抗IVJI I [ 
| l .  
iがとぼげる へ 1 ! 1 関係を抄つ ！ 1 1 
I 
ー一 會ー ・ ←ー·—• • -—- -------・------••一 •------—--・--• 一
I ！言策遣しヽが悪 し、 l指示坪解がil＼し、の ，対h）料との関係か ，教l『hjに対してはわ 1i'1)！, 9-r.liに1廿l}俎な ！メガネを使川して ！
I 
！が．俊しし涌］をた 1 で．想、し、こみて話 ！ら，やや寂しかり iさと斗l野な百菜を し、．、 し、る 、視‘此より）」1| 
B ，くさん持ってし， 動することかあ ：の傾向かあり ．甘 lj史し、関心を'）1く、 i 的l廿l凶と判測して 1
る： I り，人拭失敗に終 ；える什僅か闊折み ＇ 友逹へは炭しく ： ，し、るが，指小され l
「身体機能面」
-,  --「 ！ ― , .~- ------- - l 
i i 上肢 l FIl支 ， 移 動 ！ 印記 i fi ] i , ｝J I・ i|I ! I 
―- 4 l i特に問題はなし、 (:I SLBこ二分介椎が ：車いす移動．実）Ij1特に間辿はなし、3 i牡にli泊はな し、、 1、I己禅｝永は，ほぽ I
| ＇ 手指の微細な動き I原因てまひしてい 1it4有りこ乗り換え I［布な文字を古く 1
| 
| 1 マナーには． l叩姐 ！白りしてきてし、 ！
i A i 
I ：もできるこコンピ 1 るこ膝立ち可能ぐ！ 自力で可能ご室内 1 ことが諜題ご ；ーかあり，よくかま るへ 1 1‘常（よ紙おむ 1
I Iュータのキー操作 1 つか まり立ち可 ば四つ這い移動 I すに食ぺて Ill~/,IIlす つを使川，自分で I
i 11 も問題ない ~ I能へ ｝をし てし＇る c I  ることかあるし 1 も父換 1J能であ I
iる、:
, ’  1 手指の関節が拘縮 ，運動靴ご血行がよ 1車いす移動，実lij，特に間題はなし、., I ~かに間追はなし＼□--ロ----7-:`戸□|賃(i7)-1






























































































「1!iil il」 「j!l | -1」
、し｝・り！ネ士会面：骨：格， ；忍灰I, ・I廿動， ネ［会11:．， 言i沿， 視‘此，9
身休機能l(i：上l支， 1＜ /j支，移動，箪心、 食事•, iJI:、ilt,）
| l‘iit牛泊Ifli: 4脊脱，健康，投槃，補助具， 家似
労．］じ／ i`Ir1 i）) i(I I ：り礼 11;-t、 •l¼l, し， 孝女利・, 係柑j 胆）~, !:I、iり指導。



































注意］．手l|i] ~ 4 までか、―j’~ どもの実態把握表の作
成手）1|lし手lI!，j，5~1(）までが，課題設定の手順。
注應、 2. 実態把握表は，個人別に作成するのではなく






























































＊ ＊ ＊ 学級内の子どもの相互関係図 ＊ ＊ ＊ 





＊ ＊関係説明＊ ＊ 




・BとEは教室内で，紙独楽遊びをしてし‘ると一緒に遊ぶ2 遊歩道でキャッチポールの1iかも詞梯 BとEO)関係の密度は， 弱
ぃ'.)BとAの関係はもっと弱い関係であったこ
·C と D は女同士だが，スライムで遊ぶ程度で弱い関係っ C は、天気がよしヽと-•人遊ひ校庭に出てしまうつ (l心＼じりか． r；t化































, l教育現象としての[・どもの実態は，「教fi0) 1! 1111」
とし＼う事‘)こに強く依介してしヽるからであり，丈態に対
して使川される分類概念や比較概念といった貨的 f;i]沿
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